
館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 図書館資料の利用により、市民が知る自由を享受し、より豊かな生活を送ることが出来るよう、自主的な学
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 習活動を支援し、幅広い学習機会を提供していく。
展開方向

○我孫子市民図書館所蔵の図書・雑誌・ＣＤ・カセットテープ、および我孫子市民図書館以外の図書館等施 ○資料の貸出・返却・配架、書架整理（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
設より借入した資料の貸出・返却、資料の配架（返却された資料を棚に戻す）、書架整理（通年）  ○利用者登録　○予約（リクエスト）
○利用者の求める資料が貸出中か所蔵していない場合、予約を受けて利用者に提供するサービス（通年）  当該年度 ○書架案内等利用者援助、調査研究の援助（通年）
 ○利用者登録（通年） 執行計画 ○複写サービス（通年）

(3)事業内容 内　　容 ○書架案内等利用者援助、調査研究の援助、複写サービス（通年）   ○意見箱の設置・回答（通年）
○意見箱の設置、回答（通年） ○アビスタ本館・分館間の連絡車の運行（通年）
○アビスタ本館・分館間の連絡車の運行（通年） 年間貸出冊数 想定値 1,089当該年度

単位 千冊
活動結果指標 実績値 983

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 市民１人あたりの貸出冊数（全館分） 冊 7.4 8.2

令和 2年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 市民１人あたりの貸出冊数（全館分） 冊 8.2

令和 3年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 市民１人あたりの貸出冊数（全館分） 冊 8.2

（課題）嘱託職員のスキルアップ　（対応）研修への参加及び職員による個別指導
(7)事業実施上の課題と対応 （課題）臨時職員のスキルアップ　（対応）職員による個別指導 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）１４．６９人 42,214 嘱託職員報酬他（３号）１６．３２人 45,970 45,371 嘱託職員報酬他（３号）１６．６９人 47,384 嘱託職員報酬他（３号）１６．６９人 47,384
臨時図書整理員賃金他　８．１９人 16,046 臨時図書整理員賃金他　７．６６人 13,035 12,665 臨時図書整理員賃金他　７．１人 12,426 臨時図書整理員賃金他　７．１人 12,426
消耗品費 244 消耗品費 235 209 消耗品費 235 消耗品費 235
研修旅費 50 研修旅費 27 25 研修旅費 27 研修旅費 27
燃料費 349 燃料費 392 331 燃料費 395 燃料費 395
複写機サービス料 448 複写機サービス料 334 334 複写機サービス料 409 複写機サービス料 409
事務機器使用料（コピーリース料） 541 事務機器使用料（コピーリース料） 414 414 事務機器使用料（コピーリース料） 421 事務機器使用料（コピーリース料） 421

実施内容 研修旅費（嘱託職員分） 12 研修旅費（嘱託職員分） 8 4 研修旅費（嘱託職員分） 8 研修旅費（嘱託職員分） 8
施設備品購入費 97 施設備品購入費 59 59 施設備品購入費 65 施設備品購入費 65

(8)施行事項
費　　用 ※9月補正により１号嘱託職員報酬他 ※９月補正により、臨時図書整理員

を減額。 賃金他を増額。
※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

予算(決算)額 合　　計 60,001 合　　計 60,474 59,412 合　　計 61,370 合　　計 61,370
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 60,001 60,474 59,412 61,370 61,370

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 3.38 3.88 3.88 3.48 3.48
正職員人件費 29,744 34,144 34,144 30,624 30,624

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 42,214 47,029 45,371 44,550 0
臨時職員賃金額 16,046 13,035 12,665 16,011 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 89,745 94,618 93,556 91,994 91,994
(11)単位費用

78.45千円／千冊 86.89千円／千冊 95.17
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

貸出は図書館の基本的、本質的なサービスであり、多くの市民が図書館資料を利用できる方法である。ゆえに、カウンタ ●①事前確認での想定どおり
ー業務は、多くの市民に読書の機会を提供するために重要である。また、利用者の「読みたい」「知りたい」「調べたい ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 」等の能動的な要求を具現化する予約（リクエスト）制度や調査研究のための援助（レファレンス）等は、市民の自主的 ○要
   背景は？(事業の必要性) な学習活動の充実には必要不可欠なサービスである。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウィルス感染症の影響で貸出数は減少したが、市民一人当たりの貸出冊数は県内上位を維持している。市民の
自主的な学習活動を支援するためには必要不可欠なサービスだったと言える。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市が実施することで、図書や郷土資料等の専門知識や経験を有した専門職員が確保され、市民の高度かつ多様なニーズに
実現が図られる 応えることができた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 日照時間や天候、気候の変化により、館内照明やエアコンを 窓の開閉や効率的な空調の使用により、快適な室内環境の向 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 調整し、外光や外気の取り込みなどにより節電に努める。 上に努めた。また、ブラインドの開閉や照明の点灯管理によ ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している また、インターネット予約、館内OPAC予約を推進し、紙のリ り、館内照度の調整に努めた。

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している クエストカードの削減を推進する。 ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
7.4 8.2 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

年間貸出冊数は減少したが、想定の範囲内だったため、市民一人あたりの貸出冊
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 7.4 90.24

数は県内上位を維持できた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 94,618 △4,873 93,556 98.88
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△5.43

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.01

冊 10万円 0.01 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
資料費の効率的な使用が求められ、十分な資料費が確保できない一面もあることと、新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休館もあって
、貸出冊数は伸び悩んでいるが、調べもので来館する滞在型の利用者も多くみられる。資料費の確保に努めながら、必要な資料を選定し、的確
なレファレンスを職員が行っていくことがカウンターサービスでは重要である。本事業は、市民が、学びたい時に学べる学習機会の充実に必要
な事業であるため、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1189 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 カウンターサービス（貸出・返却・予約・案内・調べもの・配架等） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 15 人 (換算人数 3.88 人）
(1)事業概要

(当　初) 95,220 千円 (うち人件費 34,144 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 94,618 千円 (うち人件費 34,144 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物



文学館、視聴覚ライブラリーなど ハンディキャップを持つ人の特性に合わせた幅広いサービスを提供することにより、学びたい時に学べる学
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 習機会を充実させる。
展開方向

○宅配サービス（身体の不自由な方へのサービス） ○宅配サービス（身体の不自由な方へのサービス）…申込受付時
○録音資料作成・郵送貸出サービス（目の不自由な方へのサービス） ○録音資料作成・郵送貸出サービス（目の不自由な方へのサービス）…申込受付時
○対面朗読サービス（目の不自由な方へのサービス） 当該年度 ○対面朗読サービス（目の不自由な方へのサービス）･･･申込受付時
○ファクシミリでのリクエスト受付（耳や言葉の不自由な方へのサービス）　　 執行計画 ○ファクシミリでのリクエスト受付（耳や言葉の不自由な方へのサービス）…申込受付時

(3)事業内容 内　　容 ○利用者掘り起し、ハンディキャップサービスのＰＲ ○利用者掘り起し、ハンディキャップサービスのＰＲ(通年）
○対面朗読室の貸出（アビスタ本館・布佐分館）

宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 想定値 1,285当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1,195

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,195 1,285

令和 2年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,285

令和 3年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,285

視覚や身体に障害のある人は、図書館を利用すること自体諦めてしまう場合がある。障害のある市民も図書館サービス（ハンデ
(7)事業実施上の課題と対応 ィキャップサービス）を利用できることを周知する必要がある。ＰＲを工夫し、個人個人に細やかに対応することで利用の増加 代替案検討 ○有 ●無

を目指さなければならない。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．２７人 776 嘱託職員報酬他（３号）０．２７人 761 751 嘱託職員報酬他（３号）０．２７人 767 嘱託職員報酬他（３号）０．２７人 767
市民スタッフ対面朗読担当報償費 108 市民スタッフ対面朗読担当報償費 64 32 市民スタッフ対面朗読担当報償費 64 市民スタッフ対面朗読担当報償費 64
デイジー録音図書作成用他消耗品費 55 デイジー録音図書作成用他消耗品費 49 44 デイジー録音図書作成用他消耗品費 49 デイジー録音図書作成用他消耗品費 49
講師報償費 5 ※3月補正により、嘱託職員報酬他を

減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 944 合　　計 874 827 合　　計 880 合　　計 880
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 944 874 827 880 880

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.32 0.31 0.31 0.31 0.31
正職員人件費 2,816 2,728 2,728 2,728 2,728

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 776 778 751 767 767
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,760 3,602 3,555 3,608 3,608
(11)単位費用

2.79千円／件 2.8千円／件 2.97
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「障害者権利条約」が批准され、「障害者自立支援法」「改正障害者雇用促進法」「著作権法」（第37条　視覚障害者等 ●①事前確認での想定どおり
のための複製等）「障害者差別解消法」など、障害者に関する法の制定や改正がなされる中、ハンディキャップを持つ人 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ が、多くの情報を収集し、学習・娯楽の機会を必要に応じて得られる事が重要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) 　本事業は、ハンディがある人に対して、「知る権利」を保障するために、非常に必要性の高い事業であると考えられる ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

。 様々なサービスを提供することによって、ハンディキャップがある市民に対して、学びたいときに学べる機会を提供し、
「知る権利」を保障することが出来たから。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市民の誰もが公共図書館を利用できる権利の保障と、プライバシーの保護のためには、市で実施する必要がある。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 対面朗読は市民スタッフに、録音図書の作成は市内音訳ボラ 対面朗読は市民スタッフ、録音図書の作成は市内音訳ボラン ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ンティアに、それぞれ担ってもらっている。 ティアと協働して実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,195 1,285 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

対面朗読サービスの年間利用件数（合計）は昨年度を下回ったが、概ね想定内だ
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,195 93

ったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,602 158 3,555 98.7
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

4.2

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 35.67

件 10万円 33.61 94.22

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
様々なハンディキャップがある市民の「知る権利」を保障するためにも、ＰＲ等の工夫をして一層の利用促進に努め、今後も引き続き推進して
いく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1190 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 ハンディキャップサービス（図書館利用に障害がある方へのサービス） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.31 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,619 千円 (うち人件費 2,728 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,602 千円 (うち人件費 2,728 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺



の自主活動の援助。学級文庫活動を支援して、子どもたちの読書活動と市全体の読書環境の向上を
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 はかる。
展開方向

○学級文庫への貸出…市内小中学校１クラスにつき４０冊まで学期ごとに貸出をする。主に図書館で選定し ○学級文庫への貸出…各学期ごとに、貸出依頼のあった学級に対して、図書館が選定した図書、または　　
　　　　　　　　　　たものを提供する。 　　　　　　　　　　学級文庫の関係者が選定した図書を随時貸出する。
○各種団体への貸出…家庭文庫・地域文庫・読書会・子ども会などの各種団体に対し、２００冊まで２ヶ　 当該年度 ○各種団体への貸出…各団体の活動状況により依頼があった場合に随時貸出をおこなう。
　　　　　　　　　　月の期間で貸出している。 執行計画 ○読書会への貸出…随時（通年）

(3)事業内容 内　　容 ○読書会への十冊文庫の貸出…読書会に県立図書館の十冊文庫を提供する。１０冊、４週間。 ○庁内支援サービス…随時（通年）
○庁内支援サービス…市役所各課の政策立案・企画等に必要な図書館資料の貸出や情報提供を行う（図書・
　　　　　　　　　　雑誌40冊まで、期間1ヵ月。CD・カセットテープは10点まで、期間2週間） 年間団体貸出冊数 想定値 32,270当該年度

単位 冊
活動結果指標 実績値 31,350

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 31,350 32,270

令和 2年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 32,300

令和 3年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 32,330

　　学校からの調べ学習の機会が増え、年度により団体貸出冊数が多少増減するが、今後も利用の拡大を図っていく。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）0.35人 1,005 嘱託職員報酬他（３号）0.45人 1,268 1,251 嘱託職員報酬他（３号）0.45人 1,278 嘱託職員報酬他（３号）0.45人 1,278
※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,005 合　　計 1,268 1,251 合　　計 1,278 合　　計 1,278
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,005 1,268 1,251 1,278 1,278

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.29 0.28 0.28 0.28 0.28
正職員人件費 2,552 2,464 2,464 2,464 2,464

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,005 1,297 1,251 1,278 1,278
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,557 3,732 3,715 3,742 3,742
(11)単位費用

0.11千円／冊 0.12千円／冊 0.12
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内には自主的に学習活動をおこなっている団体が数多くあり、学習内容も多岐にわたっている。それらの団体の学習ニ ●①事前確認での想定どおり
ーズに対応し支援をおこなうためにも本事業は必要と考える。また、学級文庫への貸出は、学校図書館だけでは不足しが ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ちな本を補填する意味で、子どもの読書環境を支援するために必要な事業である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

団体貸出サービスは、学級文庫実施クラス数・団体貸出冊数とともに一定のレベルを維持している。継続して実施するこ
とで効果をあげており、子どもの読書環境を支援するためにも必要な事業であった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市内で活動している各種団体の学習要望を把握し、適切に支援するためには、専門的な技術・知識・経験が必要であった
実現が図られる 。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 学級文庫や家庭文庫で使用する図書を市民が選ぶ場合は、適 学級文庫などで使用する図書を市民自ら選定する場合には、 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 宜アドバイスを行っている。また、時間的な制約などの理由 図書館員が適切なアドバイスを行っている。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り で市民自ら図書の選定が困難な場合は、図書館職員が子供た ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ちの成長に合わせ、適切な図書の選定を行っている。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
31,350 32,270 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

団体貸出サービスは、学級文庫実施クラス数を一定のレベルに保つなど、地域の
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 31,350 97.15

読書環境の向上に役立っており、想定範囲内の実績をあげることができた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,732 △175 3,715 99.54
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△4.92

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 864.68

冊 10万円 843.88 97.59

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市民の学習機会を充実させるために、重要な事業であるため、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1193 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 施設・団体への貸出サービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.28 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,761 千円 (うち人件費 2,464 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,732 千円 (うち人件費 2,464 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 市内団体



区にある図書館に来館しにくい地域に居住する市民（主に高齢者や、乳幼児連れの親子）に学習の
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 機会を提供していく。
展開方向

移動図書館の市内１４ステーションを定期的に巡回し、水・木・金の午後に１回あたり２０～６０分間開館 ・３１年度移動図書館そよかぜ号運行予定表による。
する(荒天の場合は中止。祝日も巡回)。ステーションでは図書の貸出・返却・予約サービスを行う。 ・高齢者施設への配本（７施設）※月1回火曜日（３か月に１度の施設あり）
また、高齢者施設への団体貸出業務やリサイクル資料の提供業務を行う。 当該年度 「めいと我孫子」「葵の園我孫子」「和楽園」「エスぺーロ」「アコモード」「デイサービス柴崎」「あお
より身近な図書館としての機能を発揮するため、利用減のステーションを中心により身近な図書館としての 執行計画 いの里」

(3)事業内容 内　　容 機能を発揮するため巡回場所の見直しを行う。 ・小学校への巡回（対象は校内児童と教員）　
現移動図書館車は車両更新後17年が経過し、水漏れ修理、バックドア修繕（H28）、雨漏り対策クッション ・移動図書館車の更新（助成金交付決定後）
接着、サイドバイザーの交換（H27）、パワーウインドウ作動不良（H24）、ブレーキ警告灯の異常（H23） 年間ステーション巡回数 想定値 408当該年度
等不具合が増えてきている。リフト付き福祉対応車両である移動図書館車の更新のために助成金の申請をし 単位 回

活動結果指標 実績値 334ており、助成金の交付が決まり次第、実施する。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 21,601 20,400

令和 2年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 20,600

令和 3年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 20,800

効果的な巡回が行えるように、利用状況等を参考にしながら、ステーションの設置場所や巡回時間を定期的に見直す必要がある
(7)事業実施上の課題と対応 。また移動図書館車そよかぜ号は平成１３年７月に車両を更新してから１７年が経過しており、水漏れ修理、バックドア修繕、 代替案検討 ○有 ●無

ブレーキ警告灯の異常等の不具合も増えてきた。安全運行のためにも更新が必要である。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

図書館窓口業務委託料 10,304 図書館窓口業務委託料 10,303 10,303 図書館窓口業務委託料 10,399 図書館窓口業務委託料 10,399
燃料費 62 燃料費 69 60 燃料費 69 燃料費 69
看板設置委託料 79 看板設置委託料 173 173 看板設置委託料 173 看板設置委託料 173
消耗品比費 8 移動図書館運営業務委託契約一部解約 97 97

＊ 車両購入費 0 ※3月に、移動図書館運営業務委託料
＊ リサイクル料金 0 及び草刈委託料から、移動図書館
＊ 自賠責保険料（２５か月） 0 運営業務委託契約一部解約金へ流用。

実施内容 ＊ 自動車重量税 0 ※移動図書館車の更新については、 ＊
移動図書館車の更新については、 一般財団法人自治総合センターの平成

(8)施行事項
費　　用 一般財団法人自治総合センターの平成 31年度コミュニティ助成事業の「共生

30年度コミュニティ助成事業の「共生 の地域づくり助成事業」に応募したが
の地域づくり助成事業」に応募したが 不採択だった（助成が決定した場合車
不採択だった。（助成が決定した場合 両更新費用のうち、最大1,000万円ま
は、車両更新費用のうち、最大 で助成が受けられた）ただし、政策
１，０００万円までの助成が 的経費は認められたため、令和３年度
受けられた）ただし、政策的経費は認 に車両更新を実施できるよう、令和２
められたため、今年度も助成事業に応 年度も助成事業に応募する。
募して、３１年度に車両を更新し、
9期実施計画の目標を達成する。

予算(決算)額 合　　計 10,453 合　　計 10,642 10,633 合　　計 10,641 合　　計 10,641
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 10,453 10,642 10,633 10,641 10,641

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.24 0.24 0.24 0.24 0.24
正職員人件費 2,112 2,112 2,112 2,112 2,112

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,565 12,754 12,745 12,753 12,753
(11)単位費用

32.72千円／回 31.26千円／回 38.16
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内には、３つの図書館が設置されているが、固定館に直接来館しにくい地域に居住する市民（主に高齢者や乳幼児連れ ●①事前確認での想定どおり
の親子）に対して、学習の場を提供するため、定期的に移動図書館を運行する必要がある。　 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ また、移動図書館車を車椅子も利用可能なリフトを装備したものに更新することにより、障害者の利用や、高齢者・障害 ○要
   背景は？(事業の必要性) 者施設への移動図書館車での巡回を推進し、子どもの読書活動を推進するため市内各学校へ巡回し貸出し等のサービスを ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

行うなど、活用の幅を広げることが可能。施設としての図書館の拡大が難しい現在、細かい分館網がない我孫子市では、 天候や新型コロナウイルス感染症拡大予防による巡回中止などがあったが、定期的に移動図書館を運行し、アビスタ本館
図書館に来館しにくい市民に図書を実際に積載し貸出し等のサービスを展開する移動図書館の活用は重要である。　　　 、湖北台分館、布佐分館に来館しにくい高齢者や乳幼児連れの保護者に対して学習の場を提供できた。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった ・市内小学校の巡回を１校追加（現在巡回は第三小学校と並

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 木小学校）
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 民間企業に委託して１０年以上経過し、業績や業務内容を基に移動図書館を受託することについての見直しも行ったが、
実現が図られる 市の直営に戻すメリットを明確に打ち出すことが出来なかったため、業務委託を継続することにした。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 図書館市民スタッフによる野外おはなし会「そよかぜおはな 青山台ステーション、久寺家ステーションで市民スタッフ（ ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り しタイム」を２か所のステーションで定期的に行なっている 読書普及担当）によるおはなし会「そよかぜおはなしタイム ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 。 」を開催し、ステーションを訪れる乳幼児や保護者に対して ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 、絵本の読み聞かせを行った。 ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 移動図書館が排出ガス規制に適合している。 移動図書館車は排ガス（Ｎｏｘ．ＰＷ）に適合している。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
21,601 20,400 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

高齢になり固定館への来館が困難だったり、わずかではあるが２０代～３０代の
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 21,601 105.89

新規利用者登録が伸びたため利用が増えた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 12,754 △189 12,745 99.93
■④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△1.5

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 159.95

冊 10万円 169.49 105.96

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市内３地区の図書館に来館困難な市民の学習機会を保証するために重要な事業であるため、今後も引き続き推進していく。市と受託業者が定期
的に綿密な打ち合わせを実施し、移動図書館利用者への決め細かなサービス提供に努める。移動図書館車両更新のための補助金申請は不採択と
なったが、市において事業採択はされた。今後

様

も安全運行及びサービ

式

ス拡大のため、車両更

第

新の早期実現を図る。

３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1194 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 移動図書館業務(委託) 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.24 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,753 千円 (うち人件費 2,112 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 12,754 千円 (うち人件費 2,112 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 市内３地



依頼された市民団体の元へ出向き、読み聞かせや読書案内を行うことによって、市民の読書への関心を高め
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 、図書館の利用を促進させる。
展開方向

○出前講座…図書館では、「子どもと読書」…絵本の読み聞かせのアドバイス、本の選び方、おはなし会／ ･新規採用スタッフ（７期生）への研修（通年）
「大人が楽しむおはなし会」…成人・高齢者向けに絵本や紙芝居の読み聞かせ,語りなどを行う。（市民ス ○出前講座…「子どもと読書」「大人が楽しむおはなし会」「図書館の上手な使い方・楽しみ方」（随時）
タッフ）／「図書館の上手な使い方・楽しみ方」…図書館の利用方法と各種本の紹介／の３つの講座を設け 当該年度 ○職員派遣（随時）
、市民団体からの依頼に対し、職員が講義等をおこなう。 執行計画 ○離乳食教室での乳児と保護者への読み聞かせ（月1回）

(3)事業内容 内　　容 ○職員派遣…市民団体や学校などの講習会・学習会への職員の派遣等 ○出張おはなし会（随時）
○離乳食教室での乳児と保護者への読み聞かせ…離乳食教室に参加する乳児とその保護者に対して、図書館 ○市民スタッフ読書普及担当と修了生への研修（随時）
の紹介、赤ちゃん絵本の読み聞かせ、ブックリストの配布等を市民スタッフが行う。 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 想定値 1,080当該年度
○出張おはなし会…学校等からの依頼により、おはなし会を行う。 せの参加者数（年間） 単位 人

活動結果指標 実績値 1,202○市民スタッフ読書普及担当と修了生への研修…図書館から知識と技術を学び、活動に生かす。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 人 1,202 1,080
せの参加者数（年間）

令和 2年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 人 1,083
せの参加者数（年間）

令和 3年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 人 1,086
せの参加者数（年間）

市民の読書への関心を高め、図書館の利用を促進させるために、図書館市民スタッフと協働し、読み聞かせや読書案内の内容等
(7)事業実施上の課題と対応 を充実させる必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

市民スタッフ読書普及担当報償費 103 市民スタッフ読書普及担当報償費 131 92 市民スタッフ読書普及担当報償費 141 市民スタッフ読書普及担当報償費 141
消耗品費 11 消耗品費 11 10 消耗品費 11 消耗品費 11

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 114 合　　計 142 102 合　　計 152 合　　計 152
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 114 142 102 152 152

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.24 0.23 0.23 0.23 0.23
正職員人件費 2,112 2,024 2,024 2,024 2,024

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,226 2,166 2,126 2,176 2,176
(11)単位費用

2.19千円／人 2.01千円／人 1.77
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

近年、読書離れが危惧されており、いかに市民に読書に対して関心をもってもらうかが図書館の課題である。より多くの ●①事前確認での想定どおり
市民に読書への関心を持ってもらうためには、多くの乳幼児と保護者の集まる場所や市民団体等へ出向き、図書館案内や ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 読み聞かせ等をおこなうことが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が集う施設へ赴き、読み聞かせ等を行うことにより、多くの市民の読書への関心が高まったため

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 市の図書館員の手法や技術、知識や情報などを市民に提供し □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない ているため、市以外では困難である。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市民の読書に対する関心が高くなってきており、専門的な知識を持つ図書館員と市民スタッフが協働することにより、サ
実現が図られる ービスの水準を確保できた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 職員講師の派遣先が、市民の勉強会・学校での読み聞かせボ 市民スタッフと協働して、絵本の読み聞かせや手遊びの実演 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ランティアの研修などの場であり、市民の自主的な活動を支 、本の紹介、図書館案内を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 援している。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している また、任期を終えた市民スタッフ読書普及担当の修了生に対 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 しては、子どものへの同署活動支援を自主的、継続的に行え ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 るよう「フォローアップ制度」を導入している。

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,202 1,080 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

子どもの読書活動推進計画に基づき、図書館から各施設へ講師派遣などの呼びか
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,202 111.3

けを行ったところ、依頼が増え、事業の参加人数も増加したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,166 60 2,126 98.15
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

2.7

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 子どもの読書活動推進計画に基づき、図書館から各施設

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 へ講師派遣などの呼びかけを行ったところ、依頼が増え

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 49.86 、事業の参加人数も増加したため。

人 10万円 56.54 113.4

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民の読書への関心を高め、図書館利用を促進するために必要不可欠な事業であるため、今後も現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1195 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 読書普及活動（講師派遣・出前講座） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.23 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,176 千円 (うち人件費 2,024 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,166 千円 (うち人件費 2,024 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど



市民の自主的な学習の機会と発表の場を提供する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
〇布佐分館における会議室の提供 〇布佐分館会議室（随時）
〇湖北台分館・布佐分館の館内壁面をミニギャラリーとして市民に提供し、学習成果の発表の場とする。 〇湖北台分館・布佐分館ミニギャラリー（毎月）

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

布佐分館会議室の利用回数 想定値 135当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 110

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 110 135

令和 2年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 137

令和 3年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 139

平成22年7月から布佐分館会議室を有料化したが、未利用の日もある。一層の利用を促進するためＰＲに努める必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬等（３号）０．０９人 259 嘱託職員報酬等（３号）０．０６人 169 167 嘱託職員報酬等（３号）０．０５人 284 嘱託職員報酬等（３号）０．０５人 284
※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 259 合　　計 169 167 合　　計 284 合　　計 284
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 259 169 167 284 284

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.04 0.14 0.14 0.04 0.04
正職員人件費 352 1,232 1,232 352 352

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 259 173 167 284 284
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 611 1,401 1,399 636 636
(11)単位費用

6.05千円／回 10.38千円／回 12.72
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

生涯学習の場として、図書館内で学習やその成果の発表ができる会議室や展示スペースを提供することは必要である。ミ ●①事前確認での想定どおり
ニギャラリーについては、新規利用も増え、１年先まで展示の予約が済んでいる状況であり、必要性が増している。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

布佐地区は、公民館未設置であることから、学習活動の場、地域活動の場として会議室は重要である。また、市民の学習
成果の発表の場として図書館の壁面をミニギャラリーとして提供することは必要である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 図書館内の会議室・展示スペースの貸出・提供であり、提供

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 主体として市以外は考えにくい。
□その他 　促進された ・布佐分館第一会議室において２月４日～１６日水彩画展開

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 催（「２０２１年成田線開業１２０周年記念プレイベント」
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された の一環で布佐在住野崎信一さんの成田線水彩百選展を実施） ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし. ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
110 135 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

感染症対策により使用中止の期間があったため
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 110 81.48
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 ■⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,401 △790 1,399 99.86
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△129.3

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 感染症対策により使用中止の期間があったため

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 9.64

回 10万円 7.86 81.54

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
会議室…利用促進のためのPRに努めながら、今後も引き続き推進していく。
ミニギャラリー…新たな展示者の開拓に努めながら、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1197 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館会議室及び展示スペースの提供 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.14 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,405 千円 (うち人件費 1,232 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,401 千円 (うち人件費 1,232 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー



Ｒ及び情報提供を行い、多くの市民に図書館サービスを周知する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
○我孫子市民図書館ホームページ作成…所蔵検索・行事案内・お知らせなど ○我孫子市民図書館ホームページ・館内特集コーナー・展示コーナー…年度当初に年間計画を立て通年実施
○館内特集コーナー…各図書館で毎月テーマを決め資料を展示○展示コーナー…アビスタガラス展示ケース ○広報あびこへの記事提供…「ミニギャラリー」、「図書館員が選ぶこの一冊」、事業の案内記事など
○広報あびこへの記事提供…「ミニギャラリー」、「図書館員が選ぶこの一冊」、事業の案内記事など 当該年度 ○事業ＰＲポスターチラシ作成
○事業ＰＲポスターチラシ作成 執行計画 ○図書館刊行物…「我孫子市の図書館」年１回２２０部、学齢別ブックリストの改訂、「たんた新聞」年４

(3)事業内容 内　　容 ○図書館刊行物の企画・編集・発行 回各５００部、「秋のたより」年1回３，０００部
「我孫子市の図書館」、「秋のたより」、「我孫子を調べる」、「男女共同参画図書リスト」、「たんた新 ○読書推進用我孫子市民図書館オリジナル「読書ノート」配布
聞」、年齢別・学齢別ブックリスト（「赤ちゃんと楽しむ絵本」「１・２年生用」「３・４年生用」「５・ ホームページの年間アクセス数 想定値 1,168当該年度
６年生用」「わたしたちがえらんだえほん９９＋１」「ＳＴＥＰ（ティーンズ向け）」） 単位 千件

活動結果指標 実績値 1,374○読書推進用我孫子市民図書館オリジナル「読書ノート」配布

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,374 1,444

令和 2年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,169

令和 3年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,170

（課題）ホームページの作成に時間を要するので、作業時間の確保が必要。「たんた新聞」の企画・編集・印刷・製本には、ま
(7)事業実施上の課題と対応 とまった作業時間が必要である。 代替案検討 ○有 ●無

（対応）作成事務に専念するための時間の調整が必要である。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．０７人 201 嘱託職員報酬他（３号）０．１１人 310 306 嘱託職員報酬他（３号）０．０８人 227 託職員報酬他（３号）０．０８人 227
事務用消耗品 46 事務用消耗品 45 44 事務用消耗品 45 事務用消耗品 45
印刷製本費（図書館だより） 22 印刷製本費（図書館だより） 16 16 印刷製本費（図書館だより） 16 印刷製本費（図書館だより） 16

※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 269 合　　計 371 366 合　　計 288 合　　計 288
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 269 371 366 288 288

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.7 0.65 0.65 0.7 0.7
正職員人件費 6,160 5,720 5,720 6,160 6,160

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 201 317 306 227 227
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,429 6,091 6,086 6,448 6,448
(11)単位費用

9.17千円／千件 5.21千円／千件 4.43
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

インターネットや携帯電話を中心とした通信ネットワーク網の普及や高速大容量化などにより、図書館の活動をＰＲする ●①事前確認での想定どおり
上でホームページは非常に重要な位置を占めている。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 出版物・配布物は、図書館活動を市民に周知し、理解を深めてもらうために有効である。また、児童生徒向けの出版物は ○要
   背景は？(事業の必要性) 、読書の手がかりとなり、読書に対する関心を高めるために役立っている。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

図書館資料の予約受付総数の内、約７３％がホームページからのオンライン予約であり、
インターネットサービスに対する利用者のニーズの高さが確認された。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった ・図書館開館４０周年原画展開催（１０月２２日～３１日、

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 １２月１日～２５日の２回、図書館のオリジナル挿絵を描い
□その他 　促進された た大社玲子さんから借入の原画２７点を展示）

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の ホームページの内容をリアルタイムに更新し、より多くの情報を発信するには、図書館の専門知識を持った職員が行う必
実現が図られる 要があるため。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている インターネットを活用することにより、ペーパーレス化を推 ホームページや館内ＯＰＡＣからのオンライン予約を普及促 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 進している。 進し、ペーパーレス化を推進した。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(千件) 目標値(b)(千件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,374 1,444 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

図書館資料のインターネット予約の利用促進等により、想定どおりのアクセスが
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,374 95.15

あった。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 6,091 338 6,086 99.92
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

5.26

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 23.71

千件 10万円 22.58 95.23

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
図書館の情報提供及びＰＲにおいて、ホームページは有効な手段なので、新規利用カード登録者などに対するホームページの利用を促進すると
ともに、利便性の高いホームページになるよう務めながら、今後も引き続き利用を推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1199 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館ＰＲ 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 0.65 人）
(1)事業概要

(当　初) 6,098 千円 (うち人件費 5,720 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 6,091 千円 (うち人件費 5,720 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 図書館利用促進のためのＰ



中学生のキャリア教育を受け入れ、今後の進路や職業選択の際の目安や目標になるように支援する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 司書課程受講者の実習を受け入れ、図書館現場で、実務の研修を行う。
展開方向

します。 施設見学を受け入れ、生涯学習施設である図書館をPRする。
・市内の中学２年生が対象である中学校のキャリア教育を受け入れる。 ・中学校キャリア教育受入（随時）
・市内在住の小学生から高校生までが対象となる市民活動支援課で担当する「ＪＯＹボラ」事業を受け入れ ・ＪＯＹボラ受入（随時）
　る。 当該年度 ・インターンシップ参加者受入（随時）
・主に大学生、高校生が対象であるインターンシップを受け入れる。 執行計画 ・司書課程受講者受入（随時）

(3)事業内容 内　　容 ・司書課程受講者の実習を受け入れる。 ・社会奉仕体験活動受入（７月、８月）
・教員が対象となっている社会奉仕体験活動を受け入れる。 ・施設見学・町探検等受入（随時）
・その他施設見学、小学生の町探検、調べ学習での見学会は年間をとおして随時受け付ける。 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 想定値 1,110当該年度

（年間） 単位 人
活動結果指標 実績値 987

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 987 1,110
（年間）

令和 2年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく。 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 1,110
（年間）

令和 3年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく。 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 1,110
（年間）

図書館業務には専門的なものもあり、子どもが体験できる実習には限りがある。小学生には、施設見学を中心に、中学生以上に
(7)事業実施上の課題と対応 は、より実務的な体験ができるような実習プログラムを組む必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．０７人 201 嘱託職員報酬他（３号）０．１２人 338 334 嘱託職員報酬他（３号）０．０７人 199 嘱託職員報酬他（３号）０．０７人 199
※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 201 合　　計 338 334 合　　計 199 合　　計 199
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 201 338 334 199 199

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.09 0.09 0.09 0.09
正職員人件費 880 792 792 792 792

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 201 346 334 199 199
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,081 1,130 1,126 991 991
(11)単位費用

1.01千円／人 1.02千円／人 1.14
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

キャリア教育の導入により、市内中学校からの受入要請がある他、市民活動支援課の「ＪＯＹボラ」など多岐にわたる要 ●①事前確認での想定どおり
請がある。これらは、これから社会人として職業選択していく若者が仕事とはどのようなものかを体験できる貴重な機会 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ であり、公共施設として積極的に受け入れる必要がある。司書課程受講者の受け入れは、将来の図書館行政を担う人材の ○要
   背景は？(事業の必要性) 育成となる。また、施設見学においては社会教育施設の役割を知り、利用する人々の様子を見ることで、地域を知る第一 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

歩の学習となる。これらをサポートしていくことは、公共施設の大きな役割のひとつとして重要である。 将来の進路や社会活動の参考となるように、中学生のキャリア教育、高校生や大学生のインターンシップ、施設見学等を
受け入れ、若い市民が貴重な経験を得られる機会を創出できた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 各学校や市役所各課との調整も含まれ、市以外では実施困難 □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 各学校や市役所各課との調整も含まれ、市以外では実施困難

□提供主体が市しかない である。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 である。
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 職場体験や施設見学は、主に市民が対象である。 職業体験、施設見学、ボランティアは主に市民を対象として ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り いる。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
987 1,110 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

前年度より、施設見学の申込みが少なかったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 987 88.92
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,130 △49 1,126 99.65
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△4.53

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 学校の方針等により、職場体験を実施しない学校や、施

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 設見学の学年を限定した学校があったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 98.23

人 10万円 87.66 89.24

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
キャリア教育の一環として実施されている体験学習の重要性はますます高まっている。将来の進路や職業選択の参考となるよう、若い市民を支
援していくことは必要不可欠であるため、今後も現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1200 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 実習生受入れ・施設見学（一般・児童・生徒） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.09 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,138 千円 (うち人件費 792 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,130 千円 (うち人件費 792 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー



市民の利便性を強化していく。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
図書館の情報化推進について以下のことを行う ・図書館電算システム・事務機器等の運用及び日常的トラブルへの対処
・図書館電算システム・事務機器等の運用及び日常的トラブルへの対処 ・統計等の帳票の出力及び管理　
・統計等の帳票の出力及び管理 当該年度 ・書誌データ管理・作成
・書誌データ管理・作成 執行計画 ・館内ＯＰＡＣ（利用者検索コンピュータ）の運用　 ・外部有料データベースの運用

(3)事業内容 内　　容 ・館内ＯＰＡＣ（利用者検索コンピュータ）の運用 ・次期図書館電算システムの検討
・外部有料データベースの運用 　ＲＦＩ（情報提供依頼）の実施、債務負担行為、ＲＦＰ（提案依頼）実施準備
・次期図書館電算システムの検討（平成３３年度入れ替え） インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 想定値 99当該年度
　　平成３１年度　債務負担行為 受付件数（年間） 単位 千件

活動結果指標 実績値 97　　平成３２年度　業者選定（入札・契約）　　　　※実行予算は平成３３年度

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 97 99
受付件数（年間）

令和 2年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 101
受付件数（年間）

令和 3年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 103
受付件数（年間）

〔課題）情報管理室と協議しながら、図書館電算システムの更新についてスケジュールを立て確実に行っていく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

書誌データ使用料 463 書誌データ使用料 467 467 書誌データ使用料 467 書誌データ使用料 467
消耗品（利用券） 165 消耗品（利用券） 103 88 消耗品（利用券） 165 消耗品（利用券） 165

新システム導入準備 新システム導入準備（債務負担行為） 新システム導入
リース料
保守料

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 628 合　　計 570 555 合　　計 632 合　　計 632
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 628 570 555 632 632

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.41 0.71 0.71 0.41 0.41
正職員人件費 3,608 6,248 6,248 3,608 3,608

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,236 6,818 6,803 4,240 4,240
(11)単位費用

42.36千円／千件 68.87千円／千件 70.13
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

社会の動きが速い中、市民の生涯学習に対する意欲はますます高まっており、図書館にもより高度で迅速なサービスが求 ●①事前確認での想定どおり
められている。インターネットの活用はもとより、有料データベース等電子情報の活用により、大規模図書館の情報提供 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 力に近づけていく必要性がある。また、平成３３年１２月末、包括委託終了に伴い、次期図書館電算システムの導入を検 ○要
   背景は？(事業の必要性) 討していく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民の高度なレファレンス（調べもの）に対応するためには、インターネット、データベースの利用は不可欠であった。
図書館電算システムを的確に運用することにより、市民の利便性が向上した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 図書館が管理する電算システムであるため、民間の参入は難しい。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ＷＥＢ－ＯＰＡＣ、館内ＯＰＡＣの導入により、ペーパーレ インターネット予約、館内検索コンピュータ予約を推進し、 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ス化に貢献している。 ペーパーレス化に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(千件) 目標値(b)(千件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
97 99 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

インターネット及び館内検索コンピュータからの予約が利用者に浸透したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 97 97.98
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 6,818 △2,582 6,803 99.78
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△60.95

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.45

千件 10万円 1.43 98.62

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
高度なレファレンス（調べもの）に的確に対応してくために、外部データベースの導入及びインターネットの活用は必要である。また、図書館
電算システムを整備していくことは、市民サービスの向上につながり、現状どおり推進していくべきである。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1202 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館の情報化推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成18年度 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 0.71 人）
(1)事業概要

(当　初) 6,818 千円 (うち人件費 6,248 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 図書館の情報化を推進し、



環境整備に努め、施設・設備の維持管理を適正に行い、安全で快適な読書環境を実現する。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
・図書館（アビスタ本館、湖北台分館、布佐分館）施設の修繕、設備等保守点検、清掃の管理、施設・設備 １．施設維持管理のため、次のとおり、委託する。
の改修工事等 　　①清掃委託（湖北台分館、布佐分館）

当該年度 　　②草刈委託（布佐分館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
執行計画 ２．年間を通じて日常的に安全点検を実施し、危険個所は速やかに改修する。

(3)事業内容 内　　容

施設管理箇所数 想定値 3当該年度
単位 箇所

活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100 100
）

令和 2年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100
）

令和 3年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100
）

各施設は老朽化が著しいため、修繕の必要が生じた際、緊急度に応じて速やかに対応をする必要がある。ただし、施設・設備の
(7)事業実施上の課題と対応 修繕については、「公共施設等総合管理計画」等市の方針に沿って、関係課と連携し、優先順位も勘案しながら、検討を進めて 代替案検討 ○有 ●無

いく。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

電算保守委託料 402 電算保守委託料 369 369 電算保守委託料 372 電算保守委託料 372
修繕料 185 修繕料 202 202 修繕料 100 修繕料 100
消耗品費 163 施設修繕費 999 941 施設修繕費 200 施設修繕費 200
施設修繕費 293 火災保険料 20 20 火災保険料 20 火災保険料 20
火災保険料 19 清掃委託料 5,350 5,189 清掃委託料 5,350 清掃委託料 5,350
清掃委託料 5,400 嘱託職員報酬他（３号）０．１０人 282 278 嘱託職員報酬他（３号）０．０８人 227 嘱託職員報酬他（３号）０．０８人 227
嘱託職員報酬他（３号）０．０６人 172 草刈委託料 489 470 草刈委託料 490 草刈委託料 490

実施内容 草刈委託料 497 水道局施設使用料 2,267 2,267 水道局施設使用料 2,287 水道局施設使用料 2,287
樹木管理委託料 40 駐車場賃借料 432 432 駐車場賃借料 432 駐車場賃借料 432

(8)施行事項
費　　用 水道局施設使用料 2,246 駐車場補修材料費 37 0 駐車場補修材料費 37 駐車場補修材料費 37

駐車場賃借料 432 施設備品購入費 172 171
駐車場補修材料費 36 ※8月に、施設備品購入費（湖北台
湖北台分館空調洗浄作業委託料 181 分館冷水器購入）を、図書館資料

購入費（成人・青少年）から流用。
※布佐分館点字ブロック工事のため
め、予備費から施設修繕料を増額。
※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）
※草刈委託料から移動図書館運営業務
委託一部解約金へ流用。

予算(決算)額 合　　計 10,066 合　　計 10,619 10,339 合　　計 9,515 合　　計 9,515
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 10,066 10,619 10,339 9,515 9,515

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.43 0.54 0.54 0.44 0.44
正職員人件費 3,784 4,752 4,752 3,872 3,872

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 172 288 278 227 227
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 13,850 15,371 15,091 13,387 13,387
(11)単位費用

4,616.67千円／箇所 5,123.67千円／箇所 5,030.33
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

図書館としての機能を充実させ、図書館利用者に快適な環境を提供するためには施設の適正な維持管理が必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

日常の施設の保守点検・維持管理に努めるとともに、急遽生じた箇所（布佐分館漏電修繕・自働ドア部品交換・点字タイ
ル修繕、アビスタ床修繕等）の修理を行った。湖北台分館の冷水器が故障したため、買い替えた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が管理責任者としての責任を果たした。

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 室温、照度等を定期的にチェックし、快適な図書館環境の維 室温・照度等を定期的にチェックし、節電を心掛けるととも ●①想定どおり
□②生き物と共存している 持と省エネルギーの両立を図る。 に、布佐分館においては緑のカーテンを実施した。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

施設・設備の保守点検と維持管理を的確・迅速に行い、安全性を確保した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
■③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 15,371 △1,521 15,091 98.18
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

布佐分館の樹木管理委託料を削減し、職員で樹木管理を行うこととした。

△10.98

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.65

% 10万円 0.66 101.54

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
今後とも、施設の環境整備に努め、安全で快適な読書環境を市民に提供していく必要があるため、引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1204 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館施設・設備維持管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 0.54 人）
(1)事業概要

(当　初) 14,305 千円 (うち人件費 4,752 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 15,371 千円 (うち人件費 4,752 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 施設の



等を通じて所蔵資料を適正に管理することで書架を新鮮に保ち、適確な資料提供を行い、図書館
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的 サービスの向上を図る。
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
市民の利用に供するため、次のとおり図書館資料の管理を行う。 ①発注・・・選定作業後伺いを作成し、決裁後に電算及び発注書による発注（週１回）を行う。
①発注は、リクエスト、新刊・基本図書等を選定して行う。選定作業後、決裁を経て毎週発注する。 ②受入・・・購入資料は週１回本館納品。検品・データ等確認後、補助装備を施す。寄贈資料の受入実施。
②受入は、アビスタ本館において、納品された資料を検品し、電算による受入作業を行う。各分館では補助 当該年度 ③除籍・書庫入れ・督促・弁償手続き・修理・買い換え・データ管理（随時）、リサイクル資料の提供（日
的な装備を加え、置き場所等を考慮して書架に出す。 執行計画 程未定）、蔵書点検・・・6/4～6/7（本館）、6/11～6/14（湖北台分館）、6/18～6/21（布佐分館）

(3)事業内容 内　　容 ③除籍、書庫入れ、延滞資料の督促、汚破損・紛失資料の弁償手続き、リサイクル資料の市民への提供、汚 ④延滞防止のための「マナー向上キャンペーン」の実施。長期延滞利用者を貸出予約停止にする。  
破損資料の修理及び買い換え、資料の移動に伴うデータの管理、蔵書点検を行う。
④督促の効果が上がるように、延滞防止のためのキャンペーンを実施する。また、長期延滞利用者に対する 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料） 想定値 442当該年度
貸出・予約停止を行う。 単位 千点

活動結果指標 実績値 441

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する最終不明資料の割合 ％ 0.2 0.07

令和 2年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する最終不明資料の割合 ％ 0.07

令和 3年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する最終不明資料の割合 ％ 0.07

（課題）各館とも書庫スペースには限りがあり、資料保存の限界にきている。
(7)事業実施上の課題と対応 （対応）これまでも適切な除籍を行ってきたが、より一層保存資料の精査に努め、より市民に利用されやすい魅力ある蔵書構成 代替案検討 ○有 ●無

　　　　を考えていく必要がある。市民や関連施設等へのリサイクル資料の提供など、資料の有効活用に努める。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬等 10,744 嘱託職員報酬等（3号）4.23人 11,915 11,758 嘱託職員報酬等（3号）4.26人 12,094 嘱託職員報酬等（3号）4.26人 12,094
臨時図書整理員賃金等 1,842 臨時図書整理員賃金等　2.05人 3,489 3,389 臨時図書整理員賃金等 3,413 臨時図書整理員賃金等 3,413
消耗品費 576 消耗品費 656 582 消耗品費 656 消耗品費 656
補修製本委託費 49 補修製本委託費 44 44 補修製本委託費 44 補修製本委託費 44
資料装備委託費 2,150 資料装備委託費 2,075 1,932 資料装備委託費 2,075 資料装備委託費 2,075
マークデータ委託料 2,681 マークデータ委託料 2,681 2,654 マークデータ委託料 2,681 マークデータ委託料 2,681

※９月補正により、臨時図書整理員
実施内容 賃金他を増額。

3月補正により、嘱託職員報酬他を
(8)施行事項

費　　用 減額（嘱託司書の退職による）

予算(決算)額 合　　計 18,042 合　　計 20,860 20,359 合　　計 20,963 合　　計 20,963
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 18,042 20,860 20,359 20,963 20,963

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 2.63 2.53 2.53 2.63 2.63
正職員人件費 23,144 22,264 22,264 23,144 23,144

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 10,744 12,190 11,758 12,094 12,094
臨時職員賃金額 1,842 3,489 3,389 3,413 3,413

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 41,186 43,124 42,623 44,107 44,107
(11)単位費用

93.6千円／千点 97.57千円／千点 96.65
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

資料を的確に選定・発注・受入・管理することで、市民の要求に迅速・確実に応えることが出来る。これは、市民の自主 ●①事前確認での想定どおり
的な学習活動を支援するために、必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新刊資料の購入、寄贈書の受入、除籍、書庫入れ、延滞資料の督促、破損資料の修理、蔵書点検等の資料管理により、的
確な資料の提供ができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 図書館資料の管理を図書館職員が実施することにより、資料の有効活用が図られることになり、市民が利用しやすい図書
実現が図られる 館環境を整備、提供することができた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当無し

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 保存年限切れや他の理由により、図書館が不要と判断した資 図書館で保存年限が切れた新聞・雑誌、利用が見込めず不要 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 料については、リサイクルとして市民に還元、もしくは関係 となった図書資料、市民から提供のあった寄贈書のうち図書 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している 機関に移管するなどしている。資料としての再利用が困難と 館が受入れしなかったものの一部を、ブックリサイクルとし

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している 判断されたものは、再生資源として有効なものと焼却が妥当 て市民に提供した。 ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 なものとに分離し、処分している。 アビスタ本館：11,796冊 ●不要

湖北台分館　： 3,551冊
＜その他の内容＞ 布佐分館　　： 4,084冊

計　　　　　：19,431冊

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (b/f×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0.2 0.07 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

布佐分館はBDS（無断資料持ち出し防止システム）が図書館入口になく、館内の
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0.2 35

死角も多い。そのため布佐分館の不明資料数が多くなってしまった。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 43,124 △1,938 42,623 98.84
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当無し

△4.71

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 布佐分館における不明資料数が多かったため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (e/h)×100 ●不要
   (目標対費用) 0

％ 10万円 0 NaN (非数値)

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市民の自主的な学習を支援するためには、適正な資料管理に努め、市民の資料要求に迅速かつ的確に応えることが必要であり、今後も引き続き
推進していく。マナー向上キャンペーンや、延滞者への電話・はがき・メール等による督促及びペナルティ（貸出・予約の停止）を実施し、貸
出資料の延滞や不明資料の減少に繋げていく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1205 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館資料管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 14 人 (換算人数 2.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 43,249 千円 (うち人件費 22,264 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 43,124 千円 (うち人件費 22,264 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 購入と除籍



化な 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・大学図書館など関係機関と連携して、図書資料の相互
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 貸借及び図書館の相互利用を行い、市民の幅広いニーズに応える。
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市
○県立図書館巡回車による県内図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ ○相互協力事務担当者会議（年１回）　○相互貸借申込み（通年、随時）　
○市内大学との連携による利用紹介状発行・図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ ○課題解決支援サービス研修会（年１回）○図書館運営相談（年１回）○千葉県立図書館巡回車（週１回）
○全国大学図書館利用紹介状発行 当該年度 ○千葉県公共図書館協会「総会（年１回）、理事会（年２回）館長会議（年１回）、第３ブロック会議（年
○国会図書館・大学図書館・県外公共図書館との図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ 執行計画 １回）、研修委員会等担当者会議（未定）」

(3)事業内容 内　　容 ○統計・調査事務 ○統計・調査業務　○市内大学との打合せ(適宜)

年間相互貸借冊数（県外図書館からの借入数・県外図書館への貸出数 想定値 8,550当該年度
・県内図書館からの借入数・県内図書館への貸出数） 単位 冊

活動結果指標 実績値 7,263

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 国立国会図書館・千葉県立図書館・県内市町村立図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、図書館資料の相互貸借を活 直接 年間相互貸借冊数 冊 7,263 8,550
発に行い、より多くの図書館資料を貸し借りする。

令和 2年度 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、図書館資料の相互貸借を活発に 直接 年間相互貸借冊数 冊 8,600
行い、より多くの図書館資料を貸し借りする。

令和 3年度 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、図書館資料の相互貸借を活発に 直接 年間相互貸借冊数 冊 8,650
行い、より多くの図書館資料を貸し借りする。
市民の幅広く奥深い要求にこたえるためにも、関連機関との資料の相互貸借は重要である。毎週県内から１３０件～１７０件の

(7)事業実施上の課題と対応 借入を受けているが増加傾向にあり、処理作業に人手と時間がかかっていることから、正確でスピーディーな処理が求められる 代替案検討 ○有 ●無
。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．６９人 1,982 嘱託職員報酬他（３号）０．６５人 1,831 1,807 嘱託職員報酬他（３号）０．６９人 1,959 嘱託職員報酬他（３号）０．６９人 1,959
事務用消耗品 11 事務用消耗品 11 10 事務用消耗品 11 事務用消耗品 11
普通旅費 20 普通旅費 12 7 普通旅費 12 普通旅費 12

※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,013 合　　計 1,854 1,824 合　　計 1,982 合　　計 1,982
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,013 1,854 1,824 1,982 1,982

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.32 0.27 0.27 0.32 0.32
正職員人件費 2,816 2,376 2,376 2,816 2,816

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,982 1,873 1,807 1,959 1,959
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,829 4,230 4,200 4,798 4,798
(11)単位費用

0.57千円／冊 0.49千円／冊 0.58
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民の自主的・主体的な生涯学習活動が活発になってきており、比較的専門性の高い資料要求や、多様な学習ニーズに応 ●①事前確認での想定どおり
えるためには、自館所蔵の資料だけでは不充分になってきている。国立国会図書館、県立図書館や他市町村立図書館をは ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ じめ、大学図書館・専門図書館等と連携をとり、多種多様な資料提供・情報提供を可能にすることは、近年極めて重要視 ○要
   背景は？(事業の必要性) されているサービスである。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民の多種多様な学習ニーズに応えるため、より専門的な資料を備える国立国会図書館や県立図書館、大学図書館との連
携は必要不可欠になっている。これらの図書館の資料を提供することによって、市民の学習意欲に応えることができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民の多種多様な学習ニーズに応えるためには、資料を借入

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 する際に、職員の専門知識や経験の蓄積が必要である。
□その他 　促進された また市外の図書館や大学図書館、関係機関と連携・協力して

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 安定的にサービスを提供していくためには、市が継続して図
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 書館運営を担っていく必要がある。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
7,263 8,550 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、県内図書館の休館や資料の貸出中止、
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 7,263 84.95

我孫子市民図書館の休館など、通常の図書館運営ができなかったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 4,230 599 4,200 99.29
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

12.4

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、県内図書館の

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 休館や資料の貸出中止、我孫子市民図書館の休館など、

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 202.13 通常の図書館運営ができなかったため。

冊 10万円 172.93 85.55

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
多種多様な資料・情報に対する市民の要望は多く、その幅広いニーズに応えることができた。資料費を効率的に運用するためには、市外図書館
、大学図書館、関係機関との連携・協力は必要不可欠であり、今後も継続して推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1208 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 市外図書館・大学・関係機関との連携協力 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.27 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,272 千円 (うち人件費 2,376 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 4,230 千円 (うち人件費 2,376 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有



、高校生、大学生および一般成人を対象として、市民生活・生涯学習に役立つ図書館サービスを行う
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 。出版情報や社会状況、市民要求を的確に把握して資料選定を行い、資料を提供する。
展開方向

○一般書・逐次刊行物・ティ-ンズ資料の選定及び提供 ○一般書・逐次刊行物・ティーンズ資料の選定及び提供
○成人・青少年に対するサービスの企画運営 ○成人・青少年に対するサービスの企画運営・文字活字文化の日関連事業の実施（ブックフィルム講習会…
○一般サービス・選定会議の運営（週１回程度） 当該年度 全館で開催・読書講演会）・館内研修会開催（参考資料研修など）○視聴覚資料の維持管理（通年）○多文
○館内研修の実施 執行計画 化サービスの実施（アビスタ本館）○男女共同参画コーナーの維持（アビスタ本館）○闘病記・緩和ケアコ

(3)事業内容 内　　容 ○特徴あるコーナーの運営 ーナーの維持（アビスタ本館）○特集コーナーの運営○鳥の本コーナーの維持○相談・調査対応業務記録の
作成・運用○他課との連携・共催事業の実施（食農くらぶ「栽食健美」など）
年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 想定値 267当該年度

単位 千人
活動結果指標 実績値 240

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 240 267

令和 2年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 269

令和 3年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 271

資料購入費の減少により新刊図書の購入冊数が不足し、汚破損した図書の補充もままならないが、全館調整を徹底して、効果的
(7)事業実施上の課題と対応 ・効率的な購入に努める。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他 890 嘱託職員報酬他（3号）０.４１人 1,155 1,140 嘱託職員報酬他（3号）０．３１人 880 嘱託職員報酬他（3号）０．３１人 880
事務用消耗品 10 事務用消耗品 10 10 事務用消耗品 10 事務用消耗品 10
講師報償費 50 消耗品費（逐次刊行物） 6,006 5,920 講師報償費 50 講師報償費 50
消耗品費（逐次刊行物） 6,123 図書資料購入費（一般書） 16,186 16,155 消耗品費（逐次刊行物） 6,006 消耗品費（逐次刊行物） 6,006
図書資料購入費（一般書） 16,880 ※8月に、施設備品購入費（湖北台 図書資料購入費（一般書） 16,352 図書資料購入費（一般書） 16,352

分館冷水器購入）を、図書資料購入費
（成人・青少年へのサービス）から

実施内容 流用。
※3月補正により、嘱託職員報酬他を

(8)施行事項
費　　用 減額（嘱託司書の退職による）

予算(決算)額 合　　計 23,953 合　　計 23,357 23,225 合　　計 23,298 合　　計 23,298
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 23,953 23,357 23,225 23,298 23,298

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.77 0.76 0.76 0.77 0.77
正職員人件費 6,776 6,688 6,688 6,776 6,776

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 890 1,181 1,140 880 880
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 30,729 30,045 29,913 30,074 30,074
(11)単位費用

110.54千円／千人 112.53千円／千人 124.64
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

成人・青少年へのサービスは、その対象（１３歳以上）が図書館年間貸出利用者数の約９０％であり、利用者の大半への ●①事前確認での想定どおり
サービスである。また、貸出をしないで館内で閲覧するだけの利用者も多く、貸出利用者数には表れない利用もある。利 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 用者の大半が対象となることから、質の高いサービスの提供は図書館利用満足度の向上に欠かせない。また、庁内の他課 ○要
   背景は？(事業の必要性) と連携していくことで今までになかった学習を提供していくことは、市民の自主的な生涯学習につながっていく。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

成人・青少年サービス対象者（１３歳以上）は、図書館年間貸出利用者の約９２％を占めており、市民の学習機会を充実
させるために必要な事業である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった ・他課との合同イベントの開催（楚人冠記念館・企画課）

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ・文字活字文化の日関連事業の実施（ブックフィルムコーテ
□その他 　促進された ィング講習会３回）

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ・秋のたより（図書館だより）発行
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ・サービス選定会議開催（週１回程度） ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ・館内での職員研修実施（年５回） ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他 ・広報あびこにおける本の紹介（毎月掲載）
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 専門知識や経験を有する職員が多数所属している市が実施することにより、より高度で充実したサービスを提供すること
実現が図られる ができた。また、他課や市内各施設と連携した事業を実施し、我孫子市の魅力発信に貢献することができた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(千人) 目標値(b)(千人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
240 267 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

平成３１年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため３月１４日から全
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 240 89.89

館が臨時休館となったことにより貸出利用者数が減少した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 30,045 684 29,913 99.56
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

2.23

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響が３月頃より出始め、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 その後全館が臨時休館となったことが大きな要因である

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.89 。

千人 10万円 0.8 89.89

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
成人・青少年を対象とした図書資料の提供、調査研究の支援については、職員の専門知識や経験を生かしながら引き続き推進していく。
また、読書普及や図書館利用につながる事業を検討し、実施していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1506 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 成人・青少年へのサービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 8 人 (換算人数 0.76 人）
(1)事業概要

(当　初) 30,237 千円 (うち人件費 6,688 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 30,045 千円 (うち人件費 6,688 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 中学生



孫子市や千葉県の郷土・行政に関心を持ってもらうために、郷土・行政資料の収集・保存・
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 提供に努め、学びたい時に学べる学習機会を充実させる。
展開方向

我孫子市の魅力発信を支えるべく、他課との連携・情報収集に努め、図書館資料を活用しながら市民への情
○我孫子資料・千葉県資料の選定・収集・保存 ○我孫子資料・千葉県資料…選定・収集・提供・保存（通年）○行政資料…行政資料の確実な収集・提供・
○行政資料の収集・保存 保存（通年）○白樺文学館・杉村楚人冠記念館等市内文化施設との連携による展示と事業の展開（通年）○
○白樺文学館・杉村楚人冠記念館との連携 当該年度 楚人冠講座の開催（年２回）○「まちづくりコーナー」の整備（通年）○「我孫子を調べる」改訂・発行（
○まちづくりコーナーの整備 執行計画 通年）○市民の著作コーナー…著述者や作家のものは網羅的に収集、市民の著作寄贈本は受入・保存する。

(3)事業内容 内　　容 ○資料・情報提供により、市役所各課を支援する。 （通年）○「我孫子市ゆかりの人と作品」コーナー（通年）○「手賀沼コーナー」（通年）　○我孫子市関
○「市民の著作コーナー」の運営 連記事コピーと保存（通年）
○「我孫子市ゆかりの人と作品コーナー」の運営 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の所蔵冊数 想定値 19,000当該年度
○「手賀沼コーナー」の運営 単位 冊

活動結果指標 実績値 19,772○我孫子市関連記事のコピーと保存　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 2,967 3,990

令和 2年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 4,000

令和 3年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 4,010

我孫子にゆかりの人と作品コーナーの運営においては、白樺文学館や杉村楚人冠記念館との連携が欠かせない。資料の相互利用
(7)事業実施上の課題と対応 や催しでの相互ＰＲなど連携を強化していく。また他の市内文化施設とも連携し展示や資料提供の工夫をしていく。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．５１人 1,465 嘱託職員報酬他（３号）０．３２人 901 890 嘱託職員報酬他（３号）０．４２人 1,192 嘱託職員報酬他（３号）０．４２人 1,192
事務用消耗品 54 事務用消耗品 60 55 事務用消耗品 60 事務用消耗品 60

※3月補正により、嘱託職員報酬他を
減額（嘱託司書の退職による）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,519 合　　計 961 945 合　　計 1,252 合　　計 1,252
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,519 961 945 1,252 1,252

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.19 0.16 0.16 0.19 0.19
正職員人件費 1,672 1,408 1,408 1,672 1,672

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,465 922 890 1,192 1,192
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,191 2,369 2,353 2,924 2,924
(11)単位費用

0.17千円／冊 0.12千円／冊 0.12
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

我孫子資料・千葉県資料・行政資料の収集・保存・提供は、市民が我孫子市を知り、理解し、愛着をもって生活し、主体 ●①事前確認での想定どおり
的に行政に係わるために必要である。特に「我孫子にゆかりの人々」についての資料は重要と考え、白樺文学館や杉村楚 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 人冠記念館等市内文化施設と連携をとり、催し物の実施にあたっては相互に協力や資料の紹介・提供等を行う必要がある ○要
   背景は？(事業の必要性) 。また、今後は次世代への働きかけが重要であると考え、我孫子に関する資料を簡単な解題と共に紹介した「我孫子を調 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

べる」の改訂・発行を欠かさず行っていく。 杉村楚人冠記念館とは恒例の楚人冠講座を合同イベントとして開催した。文化・スポーツ課で作成した発行物を収集し、
市民の閲覧・貸出をすることができた。「我孫子を調べる」の改訂・発行をおこなった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民に効果的に普及していくには、早くから計画を持って実

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施していく必要がある。円滑におこなっていくには、庁内各
□その他 　促進された 関係課・各施設が連携することが欠かせない。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ・企画課とジョイント、２０２１年成田線開業１２０周年記
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された 念プレイベント写真展「成田線の歴史と千葉の鉄道写真展」 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された 開催２月４日～１６日講演会「千葉の鉄道物語～成田線を中 ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他 心に～」２月８日実施（講師：内田龍哉さん）
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼の資料を集めたコーナーの維持管理とＰＲ 手賀沼コーナーの維持管理、新刊本の購入や関連資料の収集 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ・保存を適宜おこなった。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2,967 3,990 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

貸出実績が伸び悩んだ。この分野の利用者層は高齢者が多く、冬季に入ってから
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,967 74.36

感染症の広がりが深刻になり来館者が減少したことが考えられる。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,369 822 2,353 99.32
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

25.76

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 郷土資料の購入は順調におこなえたが、貸出利用を増や

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 す手立てが連動しておこなえなかったため.

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 168.43

冊 10万円 126.09 74.86

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
郷土資料は新刊が多く発行される分野ではないため、基礎資料は古本で探してでも買い替えや複本化し、収集・提供・保存をおこなった。今後
も我孫子市として後世に伝えていくべき文献遺産を充実させていくことが我孫子市の公共図書館としての役割であるため、引き続き推進してい
く。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1509 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 郷土行政資料サービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,390 千円 (うち人件費 1,408 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,369 千円 (うち人件費 1,408 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 多くの市民に我



人間形成、人生経験に好ましい影響を及ぼすことの出来る図書を選定し提供する。児童生徒
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 の学習活動の機会を提供し、読書の楽しみと図書館利用の促進をはかるために、おはなし会や講座を実施す
展開方向

る。また、市内小中学校と連携、協力し、学校図書館の充実と調べ学習のバックアップ体制を整える。
○新刊を含む児童書の選定・内容検討等 ○新刊を含む児童書の選定・内容検討等（週１回程度）見計らい（年１～２回）○児童へのサービスに関す
○児童へのサービスの企画運営(おはなし会、親子で楽しむおはなし会、そよかぜおはなしタイム、子ども る企画運営①おはなし会（アビスタ本館）（布佐分館）各月２回②親子で楽しむおはなし会（アビスタ本館
のための科学実験講座、文字活字文化の日（１０月２７日）関連事業（よむよむラリー）、子ども読書の日 当該年度 ）月２回（布佐分館）月１回③そよかぜおはなしタイム（移動図書館）２ステーション各月１回、子どもの
（４月２３日）関連事業、館内研修の実施など） 執行計画 ための科学実験講座（アビスタ本館）（布佐分館）各年１回、文字活字文化の日（１０月２７日）関連事業

(3)事業内容 内　　容 ○学校図書館支援・整備、調べ学習への支援 （よむよむラリー）、子ども読書の日（４月２３日）関連事業　○館内研修月１回　○学校図書館市民図書
○学校図書館市民図書館連絡会議で、子どもたちの読書環境向上と読書普及のための方策を協議する。 館連絡会議（指導課主催）年２回参加○調べ学習等授業支援　随時○学校図書館整備支援　随時　　　　
　 児童書の貸出冊数 想定値 223,480当該年度

単位 冊
活動結果指標 実績値 204,093

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 児童書の貸出冊数 冊 204,093 223,480

令和 2年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 児童書の貸出冊数 冊 223,485

令和 3年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 児童書の貸出冊数 冊 223,490

読書の楽しみを知ってもらうためには各事業のＰＲの工夫をし利用を促進していく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報償他（３号）０．４９人 1,408 嘱託職員報償他（３号）０．６１人 1,718 1,696 嘱託職員報償他（３号）０．６１人 1,732 嘱託職員報償他（３号）０．６１人 1,732
図書資料購入費（児童書） 3,120 図書資料購入費（児童書） 2,725 2,663 図書資料購入費（児童書） 2,725 図書資料購入費（児童書） 2,725
講師報償費 40 講師報償費 40 40 講師報償費 40 講師報償費 40
市民スタッフ報償費 40 市民スタッフ報償費 50 50 市民スタッフ報償費 40 市民スタッフ報償費 40
普通旅費 11 普通旅費 6 6 普通旅費 6 普通旅費 6
事務用消耗品 55 事務用消耗品 54 44 事務用消耗品 54 事務用消耗品 54

※3月補正により、嘱託職員報酬他を
実施内容 減額（嘱託司書の退職による）

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 4,674 合　　計 4,593 4,499 合　　計 4,597 合　　計 4,597
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,674 4,593 4,499 4,597 4,597

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.94 1.04 1.04 1.04 1.04
正職員人件費 8,272 9,152 9,152 9,152 9,152

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,408 1,758 1,696 1,732 1,732
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,946 13,745 13,651 13,749 13,749
(11)単位費用

0.05千円／冊 0.06千円／冊 0.07
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

子どもと本を結びつけることは、子どもの「生きていく力」を育み、健全な心身の育成のために必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにし、人生をより深く生きる力を
身につけていく上で欠くことのできないものであるため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった おはなし会（親子で楽しむおはなし会、おはなし会、そよか

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ぜおはなしタイム）、子どものための科学実験講座、よむよ
□その他 　促進された むラリーの実施。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 児童図書の貸出。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 児童図書に関する調査研究支援。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された 学校図書室整備支援。 ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他 学校の調べ学習支援。
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市が実施することにより、専門的知識や経験を有する職員が、より高度で充実したサービスを市民に提供することができ
実現が図られる た。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り おはなし会（布佐分館）月２回、そよかぜおはなしタイム（ 市民スタッフと協働し、布佐分館おはなし会での素話と読み ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 移動図書館）月２回を、市民スタッフと職員で協働して行っ 聞かせ、そよかぜおはなしタイムでの絵本の読み聞かせを行 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ている。 った。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
204,093 223,480 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

読み聞かせ関連団体への講師派遣や、講座の開催、学校への移動図書館巡回・調
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 204,093 91.32

べ学習支援などにより読書普及活動を行ったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,745 △799 13,651 99.32
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△6.17

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1,625.9

冊 10万円 1,495.08 91.95

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
子どもと本を結びつけることは、子どもの「生きていく力」を育み、健全な心身の育成のために必要であるため、引き続き現状どおり推進して
いく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1511 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 児童へのサービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 1.04 人）
(1)事業概要

(当　初) 13,775 千円 (うち人件費 9,152 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 13,745 千円 (うち人件費 9,152 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 子どもの発達や



どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、家庭
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 、地域、市民図書館、学校図書館、保育園等における子どもの読書環境の整備・充実を図るとともに、相互
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市 の連携を深め、読書活動の推進が子どもが健やかに成長し自ら考え課題解決でき、自立した人生を送る手助
平成３０年度に「子どもの読書活動の推進に関する法律」第9条の規定に基づき、「我孫子市子どもの読書 ・「計画」の実施、進行管理
活動推進計画」（以下「計画」という。）を策定し、平成３１年度以降は計画の実施、進行管理を行う。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

学校図書館との連携による授業支援 想定値 30当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 73

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 73 30

令和 2年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 33

令和 3年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 36

他課との連携に努め、「学校図書館支援センター」を軌道に乗せ、事業の推進を図る。特に、学校図書館の役割は重要であり、
(7)事業実施上の課題と対応 子どもの読書活動を推進するにあたって、モデル校の設定及び学校間・学校・市民図書館間の図書物流ルートの整備等懸案事項 代替案検討 ○有 ●無

を整理する。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

計画の策定 計画の実施、進行管理 計画の実施、進行管理 計画の実施、進行管理
庁内策定委員会の設置 講師報償費 50 50
パブコメの実施

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 50 50 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 50 50 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.04 0.04 0.13 0.13
正職員人件費 1,760 352 352 1,144 1,144

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,760 402 402 1,144 1,144
(11)単位費用

586.67千円／部 13.4千円／回 5.51
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「計画」は、本市で育つすべての子どもたちが、読書の楽しさを知り、自ら考え、課題解決できる自立した人間に成長し ●①事前確認での想定どおり
、豊かな人生が送れるよう、あらゆる機会と場所において、自主的に読書活動ができる環境を整え、市民図書館、学校及 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ び関係機関等が連携し、子どもの読書活動推進を確立していくために必要なものです。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、家庭・地域・図書館・学校等における読書環境の整
備・充実を図り相互の連携を深めることは、子どもが自ら考え課題解決できる自立した人間に成長するため重要である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった ・子どもの読書に関して経験豊富で専門的知識を備える司書

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 がいる図書館に事務局を置いていることにより、施策を有効
□その他 　促進された 的に進めることができた。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ・我孫子市における子どもの読書活動推進に関する状況調査
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された を行った。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ・「子どもの読書連続講座」を開催し、現代の子どもたちを ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他 取り巻く環境や、絵本の読み聞かせについて講師にお話しい
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 策定時にパブコメを実施。また、生涯学習審議会等で市民の 生涯学習審議会委員に年度ごとに状況調査票を提出する。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 声を聞く。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし。

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
73 30 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市民図書館から学校への連絡便、移動図書館の並木小、三小への巡回、学校図書
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 73 243.33

館への調べ学習のＰＲ等により授業支援件数が増えたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 402 1,358 402 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

77.16

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 市民図書館から学校への連絡便、移動図書館の並木小、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 三小への巡回、学校図書館への調べ学習のＰＲ等により

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 7.46 授業支援件数が増えたため。

回 10万円 18.16 243.43

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、子どもが自ら考え課題解決できる自立した人間に成長するため重要であることから、関係課と連携を図りながら、引き続き我孫子市
における子どもの読書活動を推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2161 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 子どもの読書活動推進計画の進行管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.04 人）
(1)事業概要

(当　初) 402 千円 (うち人件費 352 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有化な 我孫子市の現状と課題を踏まえ、子



て、我孫子市公共施設等総合管理計画との整合性を図り
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的 ながら、今後の老朽化を見据えて、修繕や買い替え等計画的に進め、運営方針の見直しをおこない、時代に
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が あった図書館サービスを提供していく。
我孫子市公共施設等総合管理計画及び湖北台地区公共施設の整備方針に沿って、市内全体の図書館利用動向 市内全図書館の運営形態を含めた整備方針を作成する。
をとらえた運営形態・維持管理を適正に計画する。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

方針作成会議の開催回数 想定値 3当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内全図書館の運営形態を含めた整備方針を作成する。 直接 作成完了 ％ 100 100

令和 2年度 － 0

令和 3年度 － 0

我孫子市公共施設等総合管理計画に沿ってまとめるとともに、特に湖北台分館については湖北台地区公共施設の整備方針との整
(7)事業実施上の課題と対応 合性を図る。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

図書館整備方針の作成 図書館整備方針の作成 0 図書館整備方針の進行管理と見直し 図書館整備方針の進行管理と見直し

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12
正職員人件費 1,056 1,056 1,056 1,056 1,056

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,056 1,056 1,056 1,056 1,056
(11)単位費用

352千円／回 352千円／回 352
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

情報拠点としての図書館機能を維持し、図書館の使命である資料の収集・提供・保存を確実におこなっていくため、また ●①事前確認での想定どおり
、市の財政状況や社会情勢を鑑みた運営方法を検討するため、今後の図書館の運営形態や維持管理計画を再検討し、市民 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ サービス向上を図っていくことは最優先事項である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

完成には至らなかったが、今後の図書館運営やサービスについての方向性を示すものとして作成は最優先事項である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 他の計画との整合性が必須であるため市で行うのが最良であ ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 図書館運営について、これまでとこれからの利用状況やどう

□提供主体が市しかない る。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 していくべきかを市が主導で検証・検討し計画していくこと
■その他 　促進された が必要であるため

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

課内会議での報告を実施したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,056 0 1,056 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 9.47

％ 10万円 9.47 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
完成し正式に提出できていない。次年度に引継ぎ、各部署との調整をおこない完成することが必要であるため、引き続き検討し、推進していく
。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2236 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館の整備 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成30年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.12 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,056 千円 (うち人件費 1,056 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 各図書館、移動図書館の維持管理・運営形態につい


